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新京（長春）南嶺に鎮座した建国忠霊廟 全域図

竣工した建国神廟全景

満洲国建国７年目の1940（昭和15）年に創建され、
わずか５年で満洲国崩壊とともに廃絶となった
２つの宗教施設が果たした役割とは……

東京駅ホームで握手をかわす

昭和天皇と満洲国皇帝溥儀

（昭和10年４月６日）

鎮座祭（二日目）に
参列する代表たち

❖建国神廟 とは

天照大神をまつる

満洲国版「宮中賢所」

❖建国忠霊廟 とは

五族（日韓満蒙漢）の英霊（戦没者）をまつる

満洲国版「靖國神社」

満洲国皇帝溥儀と関東軍が深く関与したこの双廟の興亡から読み解く“もうひとつの満洲史”
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満洲国の双廟
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